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告
知
板

　

日
本
の
歴

史
上
で
、
博

打
関
連
で
最

古
の
記
録
は

『
日
本
書

紀
』
に
あ
り

ま
す
。「
天

武
天
皇
十
四

年
、
大
安
殿

に
御
し
、
王

卿
を
し
て
博
戯
せ
し
む
」
と

記
し
て
い
ま
す
。
飛
鳥
時
代

で
す
。
当
時
の
博
打
が
「
双

六
」
で
し
た
。し
か
し
、後
に

『
双
六
禁
止
令
』を
出
し
て
禁

じ
て
い
ま
す
。
当
時
の
記
録

に
よ
る
と
「
双
六
」
に
よ
り

財
産
を
失
う
者
が
続
出
し
た

た
め
禁
止
に
な
っ
た
と
あ
り

ま
す
。
時
代
ご
と
に
、
博
打

は
形
を
変
え
て
続
い
て
い
ま

す
が
、
そ
の
度
に
博
打
禁
止

令
が
発
令
さ
れ
て
い
ま
す
▼

現
在
維
新
の
会
が
、
大
阪
夢

洲
に
カ
ジ
ノ
を
実
現
さ
せ
、

景
気
回
復
に
と
打
ち
出
し
て

い
ま
す
が
、
景
気
の
失
速
に

し
か
な
り
ま
せ
ん
。
地
域
産

業
を
壊
す
カ
ジ
ノ
法
を
廃
止

に
追
い
込
み
、
く
ら
し
に
予

算
を
求
め
て
い
く
闘
い
を
強

め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。（
Ｎ
）

天満でとどけ
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研修・学習会などにご利用ください

　
４
割
が
景
気「
悪
く
な
っ
た
」、３
割
が　

　
最
賃
ギ
リ
ギ
リ
の「
時
給
８
０
０
円
台
」

　
　

―
堺
労
連
商
店
街
訪
問
行
動　 最

賃
署
名
ス
タ
ー
ト
学
習
会

北
河
内
縦
断
自
動
車
パ
レ
ー
ド

大阪府議会、大阪市会へ府民の声を届けよう

　

職
場
ご
と
の
学
習
会
、３
月
９
日　
　

　

に
は
統
一
ス
ト
実
施
―
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ

3.16おおさか総行動
　３月16日（木）終日　府内各地で

カジノ誘致を許さない大阪集会
　３月25日（土）13：30～　エル・シアター

春の仲間づくり大宣伝行動
　４月1日（土）11：00～　近鉄河内天美駅前

職
場
・
地
域
で
、「
見
え
る
・
聞
こ
え
る
」行
動

　

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
大
阪
地
本
で
は
、
２
月

22
日
を
要
求
日
、
３
月
８
日
を
回
答
指

定
日
と
し
て
、
春
闘
要
求
を
提
出
。
２

月
16
日
に
は
、「
事
前
申
し
入
れ
」
統

一
行
動
を
、
要
求
提
出
後
の
３
月
１
日

に
は
、
回
答
日
の
「
回
答
確
約
」
を
求

め
る
統
一
行
動
に
と
り
く
み
ま
し
た
。

ま
た
、
学
習
会
を
職
場
ご
と
に
開
催
。

労
働
組
合
の
な
い
会
社
で
働
く
労
働
者

に
も
、
春
に
定
昇
や
賃
上
げ
が
、
実
施

さ
れ
て
い
る
な
ど
、
春
闘
が
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
を
学
び
ま
し

た
。
ま
た
、
３
月
９
日
に
第
１
次
統
一

ス
ト
を
実
施
。
各
支
部
か
ら
指
名
ス
ト

や
休
暇
を
と
っ
た
地
本
統
一
交
渉
団

が
、
早
朝
の
意
思
統
一
ス
タ
ー
ト
集
会

後
に
、
職
場
を
訪
問
。
各
職
場
で
は
時

限
ス
ト
で
交
渉
団
や
、地
域
労
連
か
ら

の
連
帯
参
加
を
受
け
入
れ
、会
社
と
の

交
渉
、
要
請
な
ど
に
臨
み
ま
し
た
。

　

北
河
内
地
区
協
議
会
は
、
自

動
車
パ
レ
ー
ド
を
2
月
26
日
の

日
曜
日
に
実
施
。

　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ミ
キ
サ
ー
車

２
台
、
宣
伝
カ
ー
５
台
・
自
家

用
車
な
ど
合
わ
せ
て
26
台
が
結

集
し
、
45
人
が
参
加
。
守
口
市

か
ら
枚
方
市
へ
ア
ピ
ー
ル
し
な

が
ら
走
行
し
、「
最
低
賃
金
は

今
す
ぐ
１
０
０
０
円
」「
教
育
ゆ

が
め
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
テ
ス
ト
廃

止
を
！
」「
共
謀
罪
法
案
に
レ
ッ

ド
カ
ー
ド
！
」
等
20
種
類
以
上

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
横
幕
を
車
体
の

前
後
、
左
右
に
貼
り
ア
ピ
ー
ル

し
ま
し
た
。

　

堺
労
連
は
、
2
月
16
日

に
、
堺
東
駅
前
の
商
店
街

を
32
軒
訪
問
し
ま
し
た
。

景
気
に
つ
い
て
は
4
割
が

「
悪
く
な
っ
た
」と
の
こ
と

で
、
洋
服
店
で
は
「
な
じ

み
の
人
し
か
来
な
い
」、

花
屋
で
は
「
景
気
が
悪
い

と
花
は
買
い
に
来
な
い
」

な
ど
、
お
客
が
減
っ
て
い

る
。
時
給
を
聞
く
と
3
割

が
８
０
０
円
台
と
最
賃
ギ

リ
ギ
リ
で
、「
最
賃
が
変

わ
っ
た
の
を
知
ら
な
か
っ

た
」
と
最
賃
以
下
も
1
件

あ
り
ま
し
た
。
最
賃
が
、

賃
金
ア
ッ
プ
に
直
結
す
る

こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

2
月
10
日
、
大
阪
労
連

は
２
０
１
７
年
度
の
最
賃

引
き
上
げ
運
動
を
力
強
く

進
め
る
た
め
、
最
賃
署
名

ス
タ
ー
ト
学
習
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

署
名
集
約
数
が
全
国
一

の
埼
労
連
・
宍
戸
事
務
局

長
か
ら
「
自
ら
の
要
求
に

な
っ
て
こ
そ
運
動
が
進

む
」
こ
と
を
学
習
。
今
年

の
最
賃
審
議
会
労
働
者
委

員
の
立
候
補
者
が
決
意
表

明
。
意
気
高
い
学
習
会
と

な
り
ま
し
た
。

２
・
14
市
会
開
会
日
宣
伝

　

大
阪
市
会
開
会
日
の
2
月
14
日
、
市
対
連

と
府
民
連
が
、
淀
屋
橋
で
の
宣
伝
と
昼
休
み

集
会
を
実
施
。「
地
下
鉄
・
市
バ
ス
の
廃
止

条
例
案
を
否
決
に
追
い
込
も
う
」「
カ
ジ
ノ

は
い
ら
ん
」
な
ど
市
役
所
周
辺
を
１
２
０
人

が
ア
ピ
ー
ル
・
パ
レ
ー
ド
し
ま
し
た
。

大
阪
の
医
療
、今
こ
そ
拡
充
を
！

―
2
・
19
府
民
大
集
会

　

大
阪
府
福
祉
医
療
費
助
成
制
度
の
大
幅
な

切
り
捨
て
に
反
対
、
制
度
拡
充
を
求
め
よ
う

と
、
2
月
19
日
（
日
）
阿
倍
野
区
民
セ
ン
タ

ー
に
４
５
０
人
を
超
え
る
人
が
集
ま
り
ま
し

た
。
い
く
つ
も
の
医
療
機
関
を
受
診
せ
ざ
る

を
得
な
い
障
が
い
者
や
難
病
の
高
齢
者
な
ど

生
活
に
関
わ
る
重
大
改
悪
に
不
安
の
声
が
訴

え
ら
れ
、
会
場
に
共
感
が
広
が
り
ま
し
た
。

２
・
24
府
議
会
開
会
日
宣
伝

　

大
阪
府
議
会
が
2
月
24
日
に
開
会
し
ま
し

た
。
朝
の
宣
伝
行
動
、
昼
休
み
集
会
・
パ
レ

ー
ド
と
、
府
庁
周
辺
で
の
行
動
に
２
０
０
人

が
集
ま
り
声
を
あ
げ
ま
し
た
。
福
祉
医
療
費

助
成
制
度
、
給
食
民
間
委
託
、
自
治
体
に
よ

る
不
当
労
働
行
為
、
保
育
所
、
カ
ジ
ノ
、
森

友
学
園
な
ど
山
積
す
る
問
題
を
広
く
府
民
に

ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

私
た
ち
の
暮
ら
し
と
日
本
の
未
来
を
変
え
よ
う

　2017国民春闘は、①改憲策動と戦争する国づく
りの激化、②アベノミクスの誤りと格差・貧困の広
がり、③労働法制の全面改悪、④これらをすすめる
暴走・強権政治、のもとでのたたかいです。
　職場では、実質賃金が減り続け、雇用は不安定化
し、人員不足による労働強化が続き、地域では労働
者も中小業者も苦労しています。大阪では維新型政
治のもと、暮らしも経済も落ち込み、改善が切望さ
れています。
　臨時国会では、南スーダン自衛隊派遣や共謀罪法
案をめぐり、野党は防衛相と法相の辞任を求めてい
ます。さらに豊中市での国有地の低額売却に端を発
した異様な幼児教育や小学校建設の問題と安倍首相
に対する疑惑など、安倍政権そのものを問題視する
世論が大きく広がっています。
　賃上げと雇用をはじめとする職場での切実な要求
実現を正面に掲げ、安倍政権の暴走政治と維新の会
の強権政治に全面的に対峙し、組織拡大強化の新た
な前進を切り拓く、2017国民春闘はいよいよ最大
のヤマ場を迎えます。３・16大阪総行動を大きく
成功させ、「見える・聞こえる」たたかいを意気高
く展開し、団結と共同の力で前進を勝ち取っていき
ましょう。

春
闘
再
構
築
へ
統
一闘
争
を
いっ
そ
う
強
め
よ
う

2017年春闘勝利へ猛ダッシュ

2.14市会開会日宣伝▶
2.19府民集会▶

▼2.24府議会開会日宣伝


